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は
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平成2年
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誕
肇
　
国
論
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　6月り日アユ漁が解禁になり且月、煙谷川こは待ちかねた太公望

が一斉に舟を出しています。

　今年のアユの量は、例年に比べかなり多いと≡うことです。

放たれし悲哀の如く野に走り
　　　　　林にはしる七月の風

牧　水
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臨
画
こ
暮
ら
世
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
又
江
野
団
地
0
戸
完
成
～

　
昨
年
卜
一
月
か
ら
建
築
か
進
め
ら

れ
て
い
た
又
江
野
の
町
営
住
宅
が
五

月
末
に
完
成
し
ま
し
た
．
．

　
耐
火
構
造
二
階
建
て
の
こ
の
住
宅

に
は
十
世
帯
が
入
居
で
き
、
三
D
K

で
家
賃
は
二
万
三
千
六
百
兀
レ
円
．

　
入
居
予
定
日
は
七
月
一
日
で
す
が
、

申
込
者
が
多
い
場
合
に
は
、
入
居
者

は
抽
選
で
決
定
さ
れ
ま
す
．

　
ま
た
、
今
年
度
は
従
来
の
又
江
野

団
地
を
取
り
壊
し
、
新
た
に
八
戸
を

建
て
替
え
る
予
定
で
す
．

タ
ノ

嘱凋臨

飯塞

、㍊こげ

㍑　嵐

レ
広
々
と
し
た
室
内
、
機
能
的
に

　
設
計
さ
れ
て
い
ま
す

レ
お
隣
り
と
の
間
は
近
代
的
な
吹
き
抜
け
建
築

＜
安
全
性
を
考
慮
し
た

　
ア
ク
リ
ル
制
の
障
子

酬

★
★
間
取
り
★
★

・一

～

一ノ

遇〆 ＜
ス
イ
ッ
チ
一
つ
で
台
所
に
も

　
お
湯
が
出
ま
す

・
蕊便

。
門

．
肱
璽
竃
『
．

　
　
　
　
玄†

和室
4．5帖

凶悪

▼バルコニーは普通のバルコニー
　よりも広く設計されています

ρ

’

げ

・
胤
・
轟

　一　一幽■曹一

間洋

、
｝

．
臥
「
．

λ鴇

一

、
つ

こ“、
つ

と報謝B：1平成2年7月号

9
む
9
割
引

1
1
住
民
検
診
1
1

　
町
民
の
み
な
さ
ん
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、
平
成
二
年
度
の

住
民
検
診
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
検
診
内
容
が
さ
ら
に
充
実
さ
れ
、
結
核
検
診
と
一

般
健
康
診
査
が
別
々
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
該
当
者
は
全
員
も
れ
な
く
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

一
般
健
康
診
査

　
一
般
健
康
診
査
は
、
下
記
の
日
程

で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
対
象
者
は
、
町
内
に
在
住
す
る
平

成
二
年
四
月
～
日
現
在
で
満
四
レ
歳

以
ヒ
の
町
民
全
員
で
す
、
但
し
次
の

方
は
除
き
ま
す
、
　
の
病
院
長
で
す

で
に
定
期
検
診
を
終
え
た
者
．
、
も
し

く
は
高
三
寸
、
心
臓
病
な
ど
で
通
院
、

治
療
中
の
者
．
、
臼
公
務
員
及
び
会
杜

員
等
で
事
業
所
の
定
期
健
康
診
断
を

受
け
た
者
．
も
し
く
は
受
け
る
予
定

の
者
。
の
寝
た
き
り
の
者
。

　
対
象
者
に
は
、
問
診
票
を
各
組
合
長

さ
ん
か
ら
配
布
し
て
戴
き
ま
す
の
で

区
、
組
合
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
を

記
入
の
L
、
受
診
の
際
に
持
参
し
て
、

く
だ
さ
い
．
．
ま
た
、
該
当
者
で
問
診

票
の
な
い
方
も
受
診
で
き
ま
す
の
で

当
日
受
付
け
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

＊
そ
の
他
の
注
意
事
項

O
仕
事
着
の
ま
ま
気
軽
に
お
い
で
く

　
だ
さ
い
．
．

O
｝
日
の
受
診
人
員
が
限
定
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
決
め
ら

れ
た
場
所
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

○
朝
食
は
と
ら
ず
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

結
核
検
診

　
結
核
検
診
は
、
七
月
二
十
三
日
か

ら
八
月
十
七
日
ま
で
各
地
区
で
実
施

さ
れ
ま
す
，

　
受
診
票
を
、
各
組
合
長
さ
ん
よ
り

配
布
し
て
戴
き
ま
す
の
で
、
当
日
持

参
し
て
く
だ
さ
い
．
、
ま
た
受
診
票
の

な
い
方
も
受
診
で
き
ま
す
の
で
、
当

日
受
付
け
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
一
、

　
対
象
者
は
町
内
に
在
住
す
る
十
六

歳
以
上
の
町
民
全
貝
で
す
、
．

（
た
だ
し
、
学
校
で
受
診
す
る
高
校

生
、
勤
務
先
で
受
診
す
る
会
社
員
、

妊
婦
な
ど
は
除
き
ま
す
．
、
）

し

平成2年度一般健康診査日程表凍郷病院による実施分
！実　施　組　合　　　　　　　　　　　　　　1

場　　　　　　所 ；実施期日 時 間

：大谷、小門二　　　… 老谷地区営農研修センター

　
6
月
2
8
日
1 午前9：30～11：45

野　… 小一、又下一、又下二 小野田公民館 …7月5日
i

〃

田

又中、又上、住宅 〃 i7月12日
1

〃

鶴
前田、中水流 鶴野内公民館 ；7月26日 〃

1鶴野内下村 〃 …8月2日 〃

山内、中山、オモダカ 〃
！　8月9日

〃

内

大工野　　　　　　旨 大工野集落センター 8月16日 〃

　　… 地内、東下一部　　　　　　　i 迫野内公民館 8月23日 〃

野　　1 ト　東上、東下一部　　　　　　i 〃 9月6日 〃

内　：

@　1

西谷、鹿瀬 〃 9月13日 〃

八重原 八重原全区 八重原公民館

…
9
月
2
0
日
1 〃

田 田野、稲葉野　　　　　　　　旨 田野公民館 19月27日 〃

野 ワラビノ 〃 i10月4日 〃

羽　i 硯野、沖之水流、羽坂、小長野 羽坂生活改善センター 10月11日 〃

　　1 井尻、深瀬、日ヶ道、樋田 〃 10月18日 〃

※上記以外の地区は、保健所による検診地区となり10月以降に実施します。
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メ
ジ
0

の
捕
獲
、
飼
養
に
は

許
可
が
必
要
で
す

　
日
取
近
φ
、
は
、
　
メ
甘
ン
ロ
9
⇒
め
っ
き
、
り

少
な
く
な
り
、
山
奥
で
な
い
と
鳴
き

声
は
聞
か
れ
な
く
な
り
ま
し
た
、
い

ろ
い
ろ
な
原
因
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
み
ん
な
で
メ
ジ
ロ
を
保
護
し
、

美
し
い
鳴
き
声
が
た
・
え
な
い
よ
う
に

し
た
い
も
の
で
す
、

　
し
か
し
、
毎
年
の
こ
と
で
す
が
五

月
初
め
ご
ろ
か
ら
心
な
い
人
の
無
許

可
で
の
捕
獲
が
あ
る
こ
と
が
、
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
．

　
メ
ジ
ロ
の
捕
獲
、
飼
養
（
愛
が
ん

用
等
に
飼
う
こ
〉
こ
に
は
、
次
の
よ

う
な
内
容
に
よ
り
行
う
こ
と
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
で

点
寸
’
．
て
く
だ
さ
い
。

○
捕
獲
で
き
る
期
間

　
毎
年
七
月
一
日
か
ら
翌
年
の
一
月

三
十
一
日
ま
で

　
県
（
東
臼
杵
農
林
振
興
局
）
の
許

可
が
必
要

○
飼
養
で
き
る
羽
数

　
原
則
と
し
て
一
世
帯
に
つ
き
一
羽

　
町
の
許
可
が
必
要

　
手
数
料
二
、
三
〇
〇
円

　
な
お
、
不
明
な
点
、
メ
ジ
ロ
捕
獲

に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
鳥
獣

保
護
貝
ま
た
は
、
役
場
林
政
課
（
電

琴
”

璽
∵識

、
彩

層
（
憩
2
1
1
1
）
ま
で
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
，

　
鳥
獣
保
護
員

　
黒
木
睦
実
（
寺
井
）
＄
1
8
0
9

　
松
掛
芳
郎
（
坪
谷
）
⑳
7
7
4
0

有
害
一
門
の

　　

@
捕
獲
申
請

　
農
作
物
等
へ
の
．
鳥
獣
に
よ
る
被
害

に
つ
い
て
は
、
狩
猟
期
間
以
外
で
も

ま
た
、
休
猟
区
で
あ
っ
て
も
、
有
害

鳥
獣
駆
除
班
に
よ
る
捕
獲
が
で
き
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
．
．

　
県
知
事
許
可
（
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ

・
サ
ル
・
カ
モ
）
の
手
続
に
つ
い
て

は
次
の
と
お
り
で
す
。

0
被
害
発
生

②
被
害
者
が
駆
除
を
駆
除
班
長
へ
依

　
頼

③
駆
除
班
長
が
県
知
事
へ
駆
除
申
請

　
（
町
へ
書
類
提
出
）

④
鳥
獣
保
護
員
、
町
が
実
態
調
査

⑤
町
長
が
県
知
事
へ
進
達

⑥
許
可
証
を
駆
除
班
長
へ
送
付

⑦
駆
除
実
施

③
実
績
報
告

　
な
お
、
カ
ラ
ス
類
・
ス
ズ
メ
類
・

ド
バ
ト
・
ノ
ウ
サ
ギ
・
ノ
イ
ヌ
・
ノ
ネ

コ
に
つ
い
て
は
、
町
長
の
許
可
で
駆

除
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
．
、

　
詳
し
い
事
は
、
役
場
林
政
課
、
鳥

獣
保
護
員
、
駆
除
班
長
へ
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

　
駆
除
班
長
は
次
の
方
々
で
す
「
、

藤
本
徳
喜
（
福
瀬
）
　
⑳
3
1
6
2

黒
木
文
雄
（
迫
野
内
）
㊥
2
7
9
4

谷
口
健
五
口
（
田
野
）
　
㊥
2
7
6
6

矢
野
征
英
（
仲
深
）
　
⑲
7
6
1
2

桑
原
時
男
（
坪
谷
）

海
野
俊
男
（
越
表
）

黒
木
捨
義
（
寺
迫
）

⑲
7
8
6
1

⑲
7
2
0
6

⑱
1
8
9
6

●0
’
；

●

く
ら
し
の

X

　
七
月
は
、
「
河
川
愛
護
月
間
一
で
す
．
．

川
は
、
生
活
用
水
を
は
じ
め
と
す
る

様
々
の
恵
み
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る

ほ
か
、
水
と
緑
の
調
和
し
た
美
し
い

α
環
境
を
提
供
し
て
く
れ
る
貴
重
な
共

欝
野
野
望

　や
家
庭
か
ら
の
生
活
雑
廃
水
な
ど
に

よ
っ
て
、
汚
染
さ
れ
、
そ
の
環
境
が

融
壊
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
・

　
・
の
た
め
、
建
設
省
、
装
市

鵜
島
傾
照
雨
ギ
癖
塙
、
溺

間
」
と
定
め
、
「
川
を
美
し
く
大
切

に
し
よ
う
」
と
い
う
運
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
．

　
皆
さ
ん
も
身
近
な
と
こ
ろ
が
ら
こ

の
運
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　＿　　唱　　　　　｝　　wo
　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　　rr，，

　　　「馬　　　　o　　　　　　　　亀
　緬　　　　　　　　一

ノ鳩静

漁1臭慰

　　、噺”

　
県
で
は
、
消
費
者
問
題
を
迅
速
に

解
決
す
る
た
め
、
県
内
各
地
に
「
く

ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
を
置
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
の
東
郷
町
の
く
ら
し
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
、
次
の
玉
名
の
方
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
消
費
生
活

に
関
し
て
疑
問
が
生
じ
た
時
は
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
．
．

虚

急

ド
浬
浬
、
は
、
詳
明
聴
偏
濃
曙
ー
ー
τ
．
～
；
ー
ー
属
；
ー
ゴ
し

ト

〆

」

硲
覧
〉

　
　
　
‘

3．［

G
了

　福　　瀬

高木恵子さん

　小野田
丁丁久美子さん

　鶴野内
　　やま　と
佐藤大和さん

、
つ

こ“、
つ

と報町151平成2年7月号

無
▼家庭教育の向上をめざしてスタート

　各幼稚園小中学校において家庭教育学級が開級しました．

5月24日には東郷幼稚園で開級式が行われ、園長のあい

さつの後、渡辺教育長が一家庭での子供へのしつけは、

子供にとって生涯役立つものです一と講話を行い、参加

者は熱心に聞き入っていました，

　また、今年の各学級の取り組みは、新聞を発行するな

ど積極的なスタートとなっています。

轡
倒

　　　▲芸術を身近に感じて一
　5月18日、寺山・J・学校で劇団一風の子九州　による演

劇が行われました．

　これは、児童生徒の芸術への関心を高めることにより、

豊かな情操を養うため県が実施しているもので、毎年1

回町内のいずれかの小中学校が対象となっています，

　当日は、児童も共に参加しながら、劇団員の皆さんと

一体となった時間を過ごしました。

　
一

聯

φ

　　　　　　▼牧水がPR

　東郷中学校下の国道327号沿いに牧水のイメージ看板

が立てられ、国道を走るドライバーの目を引きました、

　この看板は、小川澄雄さん｛鶴野内小月1建設社長）が、

牧水公園のPRにとf士事の合い間を見てlo日間かけて描

いたものです。

　7月には、場所を小野田に移して、牧水公園のつり大会

のPRに一役買うという話でした。

　　▲結団式～スポーツ少年団～
　町スポーツ少年団本部は、5月27日に中央公民館で本

年度のスタートとなる結団式を実施しました。

　当日は、本年度に新しく登録をした坪谷バレー少年団

をはじめ10団体約200入とその父母が参加し、本部長黒木

行也さんのあいさつの後、代表が誓いの言葉を述べ、各

団の紹介が行われました．

禽

牧
水
公
園
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
に
し
き
鯉
寄
贈

　
牧
水
公
園
の
ふ
る
さ
と
の
小
川
の

池
に
、
に
し
き
鯉
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
．
．　

寄
贈
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
日

向
市
の
吉
田
三
郎
さ
ん
（
吉
田
医
院

院
長
）
で
、
大
小
合
わ
せ
て
約
2
0
匹

の
鯉
が
池
を
彩
っ
て
い
ま
す
。

県
北
生
コ
ン
組
合

　
　
か
ら
寄
付

　
県
北
生
コ
ン
組
合
か
ら
東
郷
町
に

二
十
万
円
が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
．
．

　
こ
れ
は
同
組
合
の
設
立
十
周
年
を

記
念
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
本
町

で
は
、
牧
水
公
園
の
ソ
ー
ラ
ー
時
計

設
置
費
用
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
牧
水
ふ
れ
あ
い
釣
り

　
大
会
」
の
お
知
ら
せ

　
商
工
会
青
年
部
と
観
光
協
会
が
昨

年
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
牧
水
ふ
れ

あ
い
釣
り
大
会
」
が
、
今
年
も
七
月

二
十
二
日
㈲
に
、
牧
水
公
園
坪
谷
川

河
川
プ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
今
回
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
方

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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福
瀬
下
村

　
糸
平
忠
海
が
焼
酎
醸
造
に
使
用
し

て
い
た
井
戸
が
現
存
し
て
い
る
、
忠

海
が
住
ん
で
い
た
自
壁
に
模
様
入
り

の
家
も
残
っ
て
い
る
。

福
瀬
上
村

丁
薪
名
仁
平
　
万
吉

　
当
時
の
家
屋
は
残
っ
て
い
な
い
が

福
瀬
小
学
校
の
す
ぐ
ト
に
あ
っ
た
た

め
、
学
校
が
掃
除
の
時
間
に
な
る
と
、

醸
造
場
か
ら
出
る
湯
を
バ
ケ
ツ
に
貰

い
・
り
け
て
傭
阪
つ
た
と
い
・
り
、

2
塩
月
－
■
ハ
悟
衛
一
郎
兵
＝
現
戸
主
）

　
現
在
地
に
は
深
さ
ト
ニ
、
r
余
の
井

戸
と
、
丁
比
ハ
の
印
の
入
’
．
た
二
合
徳
利

が
残
っ
て
い
る
、
一

隅
野
原

　
直
野
吉
弥
が
焼
酎
屋
を
始
め
、
二

代
岩
太
郎
へ
続
き
三
代
岩
喜
で
廃
業

し
て
い
る
、
当
時
使
用
し
て
い
た
大

き
い
カ
メ
が
一
個
あ
る
．
、
ま
た
、
「
割

の
印
の
下
に
直
野
岩
太
郎
と
銘
の
入

’．

ｽ
一
升
徳
利
が
保
存
さ
れ
て
い
る
．
、

鳥
川

　
現
在
は
株
式
会
社
牧
水
酒
造
と
な

…
っ
て
い
る
。

　
鳥
川
で
焼
酎
屋
を
始
め
た
の
は
塩

月
三
平
で
、
福
二
上
村
塩
月
兵
平
衛

の
弟
で
あ
り
、
兄
弟
で
焼
酎
屋
を
始

め
た
わ
け
で
あ
る
。
三
平
、
清
三
郎
、

三
次
、
清
久
と
四
代
続
い
て
お
り
、

明
治
三
十
三
年
正
式
登
録
以
来
九
十

一
年
の
古
い
歴
史
を
も
っ
て
い
る
。

鶴
野
内

　
三
原
繁
治
、
筆
治
、
高
治
と
三
代

続
い
た
後
、
三
原
房
吉
が
譲
り
受
け

継
続
し
た
が
昭
和
初
期
に
廃
業
。

八
重
原

　
伊
東
丑
五
郎
、
菊
松
の
二
代
に
亘

り
経
営
．
．
．
昭
和
初
期
廃
業
．
．
現
在
伊

東
家
戸
主
久
夫
。

田
野

　
田
中
徳
蔵
、
山
岡
、
善
一
と
三
代

経
営
を
続
け
廃
業
．
．
現
在
戸
主
甚
則
。

こ
の
焼
酎
屋
跡
に
は
当
時
使
用
し
て

い
た
素
掘
り
の
井
戸
が
あ
る
．

羽
坂

　
明
治
三
十
年
頃
奈
須
熊
吉
は
焼
酎

屋
を
始
め
、
か
な
り
大
規
模
な
経
営

を
し
て
い
る
。
当
時
の
醸
造
家
屋
が

現
存
し
て
い
て
、
十
石
入
り
の
大
カ

メ
、
麹
入
れ
の
モ
ロ
ブ
函
数
枚
が
あ

る
、
奈
須
能
…
吉
大
正
十
三
年
一
月
村

長
就
任
後
廃
業
。
現
戸
主
熊
雄
．

東
郷
町
文
化
協
会
長
　
都
甲
鶴
男

欝；
盛胤．、

ト

夢
岱

鵬
、

轟一型籔劇

評▼雲叢
▲奈須家に残る十石入り大カメ

　
日
向
市
の
田
崎
登
保
さ
ん
（
天
領

う
ど
ん
本
店
の
社
長
）
が
、
牧
水
生

誕
百
年
を
記
念
し
て
自
宅
に
歌
碑
を

建
て
よ
う
と
思
い
立
ち
ま
し
た
．
．

　
し
か
し
、
郷
土
の
偉
大
な
歌
人
牧

水
を
顕
彰
す
る
に
は
、
教
育
の
場
の

方
が
意
義
が
あ
る
だ
ろ
う
と
考
え
ら

れ
、
こ
の
こ
と
を
富
島
中
学
校
に
相

談
さ
れ
ま
し
た
。
学
校
側
は
、
も
ち

ろ
ん
大
賛
成
で
、
田
崎
さ
ん
の
志
を

受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。
さ
て
、
選
歌
に
あ
た
っ
て

は
同
校
の
国
語
科
の
先
生
方
で
検
討

が
進
め
ら
れ
、
こ
の
歌
に
決
定
さ
れ

た
よ
う
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
歌
は
、
す
で
に
紹
介

し
ま
し
た
東
郷
中
学
校
の
歌
碑
と
期

せ
ず
し
て
一
コ
口
た
の
で
し
た
．
、
ま

た
、
第
卜
五
歌
集
「
黒
松
』
の
中
で

「
や
よ
少
年
た
ち
よ
」
と
題
し
て
の

九
首
の
中
の
一
首
で
、
牧
水
晩
年
（

大
正
末
期
）
の
作
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
作
品
は
、
あ
る
少
年
雑
誌
社

か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
詠
じ
た
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
牧
水
に
は
男

子
二
人
、
女
子
二
人
の
四
人
の
子
供

が
い
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
牧
水
は
、

こ
れ
ら
わ
が
子
の
す
こ
や
か
な
成
長

を
願
っ
て
の
作
と
も
言
え
る
で
し
ょ

う
、　

ま
た
、
こ
の
歌
に
な
ら
ん
で

塑
響
諺

～
ゲ
一
・
残

、
醗

蕪］
⑰
牧
水
歌
碑

日
向
市
の

　
歌
碑
め
ぐ
り

（
富
島
中
学
校
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
岬

レ
鳥
川
に
あ
る
株
式
会
社
牧
水
酒
造

教
育
長

　
渡
辺
邦
彦

う
つ
く
し
く
清
き
思
い
出
と
ど
め
お

か
む
願
ひ
を
持
ち
て
今
を
す
ご
せ
よ

　
富
島
中
学
校
の
正
門
を
入
る
と
す

ぐ
左
側
に
こ
の
歌
碑
が
建
っ
て
い
ま

す
。　

昭
和
六
十
年
は
、
み
な
さ
ん
ご
承

知
の
と
お
り
牧
水
生
誕
百
年
の
年
で

各
地
で
記
念
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
牧
水
ゆ
か
り
の
地
に
は
歌
碑

も
建
立
さ
れ
た
年
で
し
た
。
こ
の
富

島
中
学
校
の
歌
碑
も
、
こ
の
年
の
三

月
十
四
日
に
除
幕
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
歌
碑
建
立
に
つ
い
て
は
、
次
の

よ
う
な
い
き
さ
つ
が
あ
り
ま
す
．
．

を
さ
な
日
の
澄
め
る
こ
こ
ろ
を
末
か

け
て
濁
す
と
は
す
な
子
供
等
よ
や
よ

す
み
や
か
に
過
ぎ
ゆ
く
も
の
を
や
よ

子
等
よ
汝
か
幼
な
日
を
お
ろ
そ
か
に

す
な

な
ど
が
あ
り
ま
す
、
今
、
持
っ
て
い

る
「
澄
め
る
こ
こ
ろ
．
一
を
ず
っ
と
持

ち
つ
づ
け
て
欲
し
い
。
そ
し
て
ま
た
、

「
月
日
が
た
つ
の
は
早
い
。
　
一
日
一

日
を
大
切
に
生
き
よ
」
と
い
う
子
供

た
ち
へ
の
『
生
き
方
』
を
諭
し
た
も

の
と
言
え
る
で
し
ょ
う
・

レ
富
島
中
学
校
歌
碑

、
つ

こ“
・
つと報町lD平成2年一7月号

医
師
の
異
動

～
町
立
東
郷
病
院
～

　
六
月
一
日
に
東
郷
町
立
病
院
の
医
師
の
異
動
が
行
わ
れ
、

外
科
の
中
間
季
雄
先
生
の
後
任
に
甲
斐
敏
弘
先
生
が
、
ま

た
、
内
科
の
高
橋
弘
憲
先
生
の
後
任
に
鬼
塚
義
久
先
生
が

赴
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

蟹
こ

院長
外科甲斐敏弘先生

読
書

〈
余
分
な
資
格
〉

通
産
省
の
第
二
種
情
報
処
理
技
術
者

試
験
と
日
本
マ
イ
コ
ン
ク
ラ
ブ
の
マ

イ
コ
ン
利
用
者
認
定
試
験
（
3
級
）

〈
家
族
〉

妻
　
残
念
な
が
ら
ひ
と
り
だ
け

．
士
　
男
－
女
1

〈
今
シ
ー
ズ
ン
の
目
標
〉

　
昨
年
度
は
超
多
忙
で
あ
っ
と
い
う

間
の
一
年
で
し
た
．
今
年
度
は
今
後

の
人
生
設
計
を
ゆ
’
．
く
り
考
え
て
み

た
い
、

は
、
主
に
内
科
を
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す

　
私
は
、
生
ま
れ
は
北
諸
県
郡
山
田

町
で
す
．
．
そ
の
後
宮
崎
市
の
生
目
地

区
に
住
ん
で
お
り
ま
し
た
．
．
今
回
県

北
に
着
任
す
る
の
は
初
め
て
の
事
で
、

今
後
地
理
に
も
慣
れ
て
い
か
な
け
れ

ば
と
思
r
．
て
い
ま
す
一
．

　
家
族
は
一
才
年
下
の
妻
と
二
才
の

長
女
の
三
人
暮
し
で
す
．

　
特
技
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
か
、
野

球
が
好
き
で
す
．
．
大
学
時
代
は
勉
強

よ
り
も
野
球
ば
か
り
し
て
い
た
記
憶

か
あ
り
ま
す
　
東
郷
町
で
も
機
会
が

あ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
　
と
に
か

く
一
日
も
早
く
慣
れ
て
皆
様
の
健
康

管
理
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
オ
、

い
ま
す
．
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
一
．

短
歌

尾
鈴
短
歌
会

　
今
回
の
田
共
動
で
県
立
宮
崎
病
院
か

ら
東
郷
町
国
保
病
院
に
ま
い
り
ま
し

た
甲
斐
敏
弘
で
す

　
こ
れ
ま
で
県
立
宮
崎
病
院
の
他
に

西
郷
病
院
や
椎
葉
病
院
に
勤
務
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
．

　
特
に
山
本
宏
先
生
が
東
郷
病
院
に

勤
務
し
て
い
た
時
、
西
郷
病
院
か
ら

よ
く
手
伝
い
に
来
た
事
が
あ
り
ま
す
．

今
後
も
入
郷
地
区
の
各
病
院
間
で
協

力
し
な
が
ら
地
域
医
療
を
や
っ
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
　
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
、

〈
出
身
V

高
干
穂
町

〈
趣
味
〉

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
下
手
な
ゴ
ル
フ
、

凄玉上

内科鬼塚義久先生

　
東
郷
町
の
皆
様
、
は
じ
め
ま
し
て
、

こ
の
度
、
県
立
日
南
病
院
よ
り
参
り

ま
し
た
鬼
塚
義
久
で
す
．
一
東
郷
町
で

露
糧
農
盒
一
瓢
會
囎
よ
り

△7

度
見
つ
め
直
そ
う

　　

@　

@
自
分
の
運
転

～
あ
る
青
年
の
告
白
～

『
私
は
バ
イ
ク
で
近
く
の
友
達
の
家

に
行
き
ま
し
た
　
友
達
の
家
は
下
り

カ
ー
ブ
の
連
続
す
る
道
で
す
一
少
し

行
く
と
女
子
古
回
生
が
歩
い
て
い
て
こ

ち
ら
を
向
い
た
の
で
、
少
し
カ
ソ
コ

イ
イ
と
こ
ろ
を
見
せ
よ
う
と
し
て
ア

ク
セ
ル
を
開
き
ぎ
み
に
次
の
カ
ー
ブ

に
突
込
み
ま
し
た
．
．

　
内
心
い
い
気
持
ち
に
な
っ
た
の
は

束
の
間
、
私
の
目
の
前
に
飛
び
込
ん

で
来
た
の
は
道
路
幅
い
っ
ぱ
い
の
大

型
ト
ラ
ッ
ク
　
す
り
抜
け
ら
れ
る
よ

う
な
道
幅
は
な
く
、
右
側
は
ガ
ケ
、

左
側
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
、
真
す

ぐ
な
ら
正
面
衡
突
．
も
う
ブ
レ
ー
キ

を
力
い
っ
ぱ
い
踏
む
し
か
な
く
頭
の

中
で
「
こ
れ
で
俺
の
人
生
は
終
り
に

な
る
の
か
」
と
親
の
楽
堂
が
一
瞬
脳

裏
を
よ
ぎ
り
ま
し
た
．

　
そ
の
後
は
ど
う
な
’
．
た
の
か
わ
か

り
ま
せ
ん
．
．
突
然
背
中
の
方
で
友
達

の
声
が
し
ま
し
た
。
私
は
道
路
と
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
の
間
の
溝
に
す
っ

ぽ
り
と
入
り
助
か
っ
た
の
で
す
．
、
怪

我
を
し
、
バ
イ
ク
は
大
破
し
ま
し
た

が
不
幸
中
の
幸
い
で
し
た
．
女
子
高

生
に
カ
ッ
コ
イ
イ
と
こ
ろ
を
見
せ
よ

う
と
し
て
危
険
を
考
え
る
余
地
も
な

く
今
思
え
ば
恥
か
し
い
ば
か
り
で
す
．
．

　
こ
れ
か
ら
カ
ー
ブ
は
必
ず
対
向
車

書
き
留
め
し
歌
の
ノ
ー
ト
を
広
げ
る

て
読
み
つ
つ
お
れ
ば
悲
し
き
歌
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
柾
田
　
イ
セ

中
学
生
コ
ー
ト
に
ボ
ー
ル
追
い
つ
打

つ
弾
む
掛
声
峡
に
こ
だ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
荒
砂
金
義

亡
き
友
の
愛
せ
し
歌
の
男
な
ら
の
チ

ー
フ
聞
き
つ
つ
涙
し
て
飲
む

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
好
み
し
母
も
足
弱

く
な
り
て
ベ
ワ
ト
に
細
身
養
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
　
茂
雄

散
り
か
か
る
桜
の
下
に
老
一
人
弁
当

開
き
て
何
か
た
の
し
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
　
吉
市

が
来
る
と
予
想
し
て
ト
分
減
速
し
、

女
の
子
が
見
て
い
て
も
意
識
し
て
カ

ッ
コ
を
つ
け
た
り
し
ま
せ
ん
．
、

　
同
じ
こ
と
を
二
度
や
っ
た
ら
今
度

は
神
様
は
助
け
て
く
れ
な
い
で
し
ょ

う
，
」

　
こ
れ
は
あ
る
青
年
が
起
こ
し
た
交

通
事
故
を
反
省
し
て
書
い
た
手
記
で

す
。
事
故
は
ほ
ん
の
小
さ
な
気
の
ゆ

る
み
か
ら
起
こ
る
も
の
で
す
．
こ
れ

か
ら
こ
の
青
年
も
事
故
を
貴
重
な
体

験
と
し
て
気
を
引
き
し
め
て
運
転
す

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
皆
さ
ん
も
今
一
度
自
分
の
運
転
を

見
つ
め
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
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▽
日
程

　
7
日
月
2
日

　
　
　
3
日

　
　
　
4
口

　
　
　
5
日

　
　
　
6
日

半
　
　
1
1
日

　
　
　
1
2
日

　
　
　
1
3
日

▽
受
付
時
間

国
表
体
育
館

農
協
坪
谷
支
所

仲
深
公
民
館

か
ん
な
び
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

中
央
公
民
館

福
瀬
公
民
館

農
協
寺
迫
支
所

　
7
時
3
0
分
か
ら
8
時
3
0
分

▽
料
金

　
4
0
歳
以
上
　
1
、
4
0
0
円

　
4
0
歳
未
満
　
3
、
3
9
9
円

　
7
0
歳
以
上
、
非
課
税
世
帯
、

保
護
世
帯
は
無
料

生
活

保
母
資
格
取
得
試
験

▽
受
付
　
6
月
2
5
日
～
7
月
7
日

▽
試
験
日
　
8
月
6
日
～
8
月
9
日

▽
会
場
　
宮
崎
女
子
高
等
学
校

▽
願
書
提
出
先
　
宮
崎
県
児
童
家
庭

課　
ま
た
、
こ
の
試
験
の
準
備
講
習
会

が
次
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

▽
受
付
　
6
月
1
3
日
～
7
月
1
3
日

▽
講
習
日
　
7
月
2
0
日
～
7
月
2
6
日

▽
会
場
　
宮
崎
県
福
祉
総
合
セ
ン
タ

※
試
験
及
び
講
習
会
の
詳
細
は
、
役

場
住
民
課
福
祉
係
へ
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
．
．

行
万
不
明
者
を
捜
す

　　

樺
k
所
開
設

　
警
察
で
は
、
8
月
中
を
「
身
元
確

認
強
化
月
間
」
と
定
め
、
次
の
と
お

り
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
こ
の
月
間
は
、
家
出
し
て
行
方
の

わ
か
ら
な
い
人
の
所
在
を
捜
し
、
ま

た
、
身
元
不
明
死
者
の
身
元
の
確
認

を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
ご
遠
慮
な
く
御
相
談
く

だ
さ
い
。

▽
期
日
　
8
月
9
日

半
　
　
　
　
　
－
o
日
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1
0
時
～
1
6
時

▽
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日
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市
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合
千
社
セ
ン
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ー

　
　
　
（
日
向
市
大
字
富
高
中
原
斯
－
3
）

▽
そ
の
他

　
・
相
談
は
無
料
で
す

　
・
秘
密
は
厳
守
し
ま
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・
相
談
に
来
ら
れ
る
時
は
、
行
方

不
明
者
の
顔
写
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や
身
体
特
徴
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ど
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資
料
を
お
持
ち
い
た
だ

く
と
参
考
に
な
り
ま
す
．
、

郵
便
外
務
員
募
集

　
九
州
郵
政
局
で
は
、
九
州
各
地
の

郵
便
局
に
勤
務
す
る
郵
便
外
務
職
員

を
次
の
要
領
で
募
集
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ま
す
。

▽
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用
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定
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3
5
0
名

▽
受
験
資
格
　
昭
和
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5
年
4
月
2
日

　
　
か
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和
4
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月
1
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ま
で
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．

▽
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▽
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岡
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所

▽
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験
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込
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、
郵
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局
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準
備
し
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。
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務
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務
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学
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）

▽
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資
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日
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1
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時
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時
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か
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福
祉
協
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へ
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た
め
の
善
意
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寄
せ
ら
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ま
し
た
。

　
厚
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礼
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上
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◎
小
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）

◎
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ん
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ん
・
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1
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去
）

◎
福
瀬
の
新
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整
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ん
か
ら

　
（
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ん
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）
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